
20

FDI・2018・08

神谷　直亮　

　「最新のメガテクノロジー・イベント」
を謳った「コネクテックアジア 2018
（ConnecTechAsia 2018）」が、6月26
日から28日までシンガポールで初開催さ
れた。とは言っても昨年まで「ブロードキ
ャストアジア（BA）」「コミュニックアジア
（CA」の2本の旗印を掲げていたコンベン
ションに「ネクストアジア（NXTAsia）」
を加えて1本化したものだ。展示会場は、
「BA2018」がサンテック・シンガポール、
「CA2018」と「NXTAsia2018」はマリ
ナベイサンズ・コンベンション・センター
（MCC）に分かれており、取材には少々不
便であった。本稿では、初日の朝に行われ
た「開幕セレモニー」と「BA2018」につ
いてレポートする。

「コネクテックアジア2018」
「ブロードキャストアジア2018」が開催

　初日の朝にMCCで開催された「開幕セ
レモニー」には、シンガポール政府のS. イ
スワラン通信・情報大臣とコネクテックア
ジア2018」を主催したUBMアジア社の
M. ガンデイ副社長が登壇した。
　イスワラン大臣は、「東南アジアの強みは、
中産階級が急増しており、その半数以上が
まだ30歳以下である。技術志向が強い彼
らは、インターネット経済の拡大に大いに
貢献している。例えば、インターネット・
ショッピング業界は、2017年に377億
ドルを売り上げたが、2021年には648
億ドルに達する見込みである」と述べた後、
「コネクテックアジアは、シンガポールを中
心とした通信、放送、技術、サービスなど
の全体的なエコシステムと、これらの幅広
い領域の最先端の知識を習得する絶好の場
であり、ぜひ有効に活用してデジタルエコ
ノミーの波に乗ってほしい」と要望した。
　一方、ガンデイ副社長は、「BAの会場には、
最新の4K8Kカメラ、ウルトラHDコンテ
ンツ、OTTプラットフォーム、プロダクシ
ョン関連の機器やシステムが展示されてい
る。CAの会場では、早ければ来年に始ま
る5Gの最新技術を探索することができる。
NEXAsia の会場では、AI、VR/AR、ロボ
ット、ブロックチェーンなどにスポットラ
イトを浴びせている。さらに、WeOneと
Cresmosの協力を得て、eSparts が体験
できるeSparts Arena Studioを設営した。
最新のイノベーションと知識を集約した本
展示会を、皆さんのコネクテッドワールド

をスマートに構築する場として役立てて欲
しい」と語った。
　「BA2018」の会場には、日本を代表す
るソニー、パナソニック、キヤノン、池上
通信機、リーダー電子、日立国際電気、朋
栄をはじめとする世界各国の634社・団
体が出展した。
　 ソ ニ ー は、XDCAM（PXW-Z190、
PXW-Z280）、 ス イ ッ チ ャ ー（MVS-
3000A）、4K OLED モ ニ タ ー
（PVM-X550）、IPライブプロダクション
を4本柱にして展示とデモを行った。さ
らに、特設コーナーを設けて、同社が誇る
「HXC-FB80」「HDC-4300」カメラの売
込みに余念がなかった。
　パナソニックは、4Kハンドヘルドカム
コーダ（AG-UX180EN）、ライブスイッ
チャー（AV-HS6000）、86型4Kディス
プレイ、8K ROI システムに加えて、興味
深い2件の展示とデモを実施した。1件は、
PTZカメラ（AW-UE150）で、「業界初
の4K 60fps、視野角75.1度を実現する」
と説明していた。発売予定と価格を聞いて
見たら「今年12月に発売予定で、価格は
コントローラ込みで14,000ドル位になる
見込み」との回答であった。もう1件は、
360度ライブカメラを使ったデモで、会場
内をぐるりと撮影して来場者に性能を確認
させていた。
　キヤノンは、5.9K フルフレームシネ
マ カ メ ラ「EOS-C700FF」 と「EOS-
C700FFPL」を目玉にして出展した。も写真1　「コネクテックアジア2018」の開幕セレモ

ニーには、シンガポール政府のS. イスワラン通信・
情報大臣が登壇した。

写 真 2　 ソ ニ ー は、XDCAM の 新 製 品
「PXW-Z190」と「PXW-Z280」を熱心に売
り込んでいた。

写真4　キヤノンは、意表を突くミニカメラ
「MM-100-W5」をスマートキャスター送信
機と組み合わせて紹介していた。

写真5　ARRI は、4K 35mmフルサイズセ
ンサーを搭載した「AlexaLF」の売込みに
余念がなかった。

写真 3　パナソニック
は、業界初という 4K 
60p PTZ カ メ ラ「AW-
UE150」を訴求した。
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う1点注目を集めたのは、才数が1.57 x 
1.57 x 0.85インチのミニカメラ「MM-
100-W5」で、モバイル回線を使用するソ
リトンシステムズのスマートキャスター送
信機との組み合わせで紹介していた。
　池上通信機は、3G 3CMOS HD HDR
カメラ「HDK-99」をブースの中心に据え
て「4K Output Board と BS-98/CCU-
980を使えば、4K制作も可能」と、熱
心に売り込んでいた。同社のブースには、
「HDK-73」も紹介されており、4Kよりフ
ルHD HDRカメラを訴求する販売戦術が
如実に見られた。モニターの展示も行われ
ており、4K HDR 31型モニター「HQLM-
3120W」が注目を集めていた。
　リーダー電子は、ZENシリーズのラスタ
ライザー「LV7600」を目玉にして出展し
た。説明員によれば、「4K、12G SDI と
IPに対応する最新のハイブリッド製品」と
のことであった。
　日立国際電気のブースでは、4Kプロダ
クションカメラ「SK-UHD4000」に加え
て、直径1.2メートルのKuバンド可搬型
衛星通信アンテナが目に付いた。担当者に
よれば、「日立国際電気トルコ会社が製作・
販売に関わっているので展示に踏み切った。
この他に、直径1.8メートルと1.5メート
ルの製品も揃えている」という。アジアや
中東で、これから2K/4Kライブコンテン
ツの衛星へのアップリンクが増えると見て
いるようであった。
　朋栄は、12G-SDI に対応する4K製品
とソリューションを前面に押し出してい
た。具体的には、4Kビデオスイッチャー
「HVS-6000」と「HVS-6000M」、シグ
ナルプロセッサー「FA-9600」、アップダ
ウンクロスコンバーターモジュール「USF-
106UDC-12G」、オーディオマルチプレク
サー「USF-101MDX4-12G」などをブー
スに飾って売り込んでいた。
　上述した日本の出展者以外で目立ったの
は、ブラックマジックデザイン、グラスバ
レー、ARRI、REDデジタルシネマ、ハー

モニック、V-Nova、テレストリームだ。
　ブラックマジックデザインは、多種多彩
な製品を同社特有の価格を明記する方式で
ブースに整然と並べていた。敢えて一例を
挙げれば、3月に発売したばかりという
「URSA BROADCAST」カメラを3,495
ドルで売り込んでいた。このカメラは、B4
マウントでウルトラHDにも対応できると
のことであった。
　グラスバレーは、「LDX-86N」の4Kセ
ンサーをコンパクト化して搭載したという
「LDX-C86N」カメラをブース正面のステ
ージで紹介していた。プロダクションスイ
ッチャーに関しては、「K-Frame Korona 
V-Series」を中核に据えて IPソリューシ
ョンを大々的にPRした。SMPTE2110
規格が固まったことで売れ筋と見ているよ
うであった。
　「Enlarge Your Vision（ビジョンを拡大
しよう）」をキーワードの掲げたARRIは、
6K 65mmシネマカメラ「Alexa65」の
低価格普及版という4K 35mmフルサイ
ズセンサーを搭載した「AlexaLF」を訴求
した。ブースの担当者は、「ラージフォーマ
ットに合わせて新しいLPLレンズマウント
を採用した。HDRやWCGワークフロー
にも対応している」と強調しながらアジア
市場への浸透を目論んでいた。
　REDデジタルシネマは、35.4 メガピ
クセル8K S35 CMOSセンサーを搭載
し た「DSMC2 
HELIUM」カメラ
を出展して注目の
的になった。担当
者 は、「8129 x 
4320フルフォー
マット、最大60p
の R E D C O D E 
RAWに対応してい
る」と、8Kに興味
を持ちそうな来場
者に訴えていた。
　ハーモニックは、

OTTサービス、IP ワークフロー、SaaS
ソリューションのデモを実施した。OTTサ
ービスのデモでは、同社の「EyeQ」コン
プレッションがいかに高品質な映像再生に
貢献できるかを熱心に説明していた。
　英国の V-Novaも、間もなく販売を開
始するというコンプレッション・システム
「PERSEUS Plus」を訴求した。担当者は、
「わずか6Mpsで4Kムービーのストリー
ミングや4K 360/VRコンテンツの配信
を実現する」と豪語して来場者を驚かせた。
スポーツイベントの場合はどうかと聞いて
みたら「10Mbpsで対応できる」と答えて
いた。
　テレストリームは、「フォックス・スポ
ーツの依頼を受けVantage/Lightspeed 
Live シ ス テ ム と IBM の Aspera 
FASPStreamを駆使して、サッカー・ワ
ールドカップ・ロシア大会のストリーミン
グサービスを実施中」と実績を誇示してい
た。Vantageは、同社のプロセッシングプ
ラットフォームで、Lightspeed Live は、
ライブ・マルチスクリーン・エンコーデイ
ングとパッケージングを実現できる。
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